






1 はじめに 

 近年のわが国の母子保健の水準は国際的にも最高のレベルに達していると考えられるが、

地域における母子保健活動の現状において保健所と市町村の間の役割分担、これら保健サ

ービスと医療等の連携のあり方について明確でない面もあり、その総合的な検討が地域母

子保健計画の策定をはじめ母子保健システムの充実を図る上で極めて重要と考えられる。

また佐賀県では昭和 50 年代に乳児死亡率が著しく改善、57、58 年に全国一低い値を記録

したが、59 年以降、乳児死亡率は再び全国平均を上回り母子保健の水準の低下も懸念され

ることから、具体的に母子保健の現状と問題点の検討を試みた。 


